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海 に向かう家、海を避 ける家

居住環境の構え方に関するスクリプト

三上訓顯

本報は、風土的条件を顕著に受ける海岸沿いの住宅 ・民家を、構え方の視点から3地 域を対象に論 じたもの

である。湘南海岸の現代建築では、建築構造や建築材料が進化 し、建築自体がシェルター としての機能をはた

していること。橋立地区と宿根木地区の歴史的集落では、民家自体がシェルターであると同時に、地形 自体が

風雨をさけるシェルター として機能 している。 こうしたシェル ターの構え方に基づく、現代建築 と歴史的民家

群との大きな相違点は、住宅周 りの屋外の暮 らし方の違いではないか。それは現代住宅が屋外の暮 らしをあま

り必要 としない 「閉じこもり型」であるのに対 し、歴史的民家群は屋外での作業や蜜な近隣コミュニケーショ

ンといった屋外での暮 らし方があり、そのことが構え方の違いになっているのではないか。その背後には生業

の違い と行ったライフスタイルの変化があったことが伺える。本稿では、それ らの相違を踏まえながら、現代

住宅における屋外の暮らしを配慮した建築の構え方があることを示唆 した。
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1.は じめに

私が、居住環境の計画や地区のデザインを行 うときに、ど

こに住まいを建てるかとい うのか とい う場所の選択 と同時

に、 どのように構 えるのか といった住宅 ・民家と周辺環境

との関係性が関心事 となる。 とい うのも、その土地固有の

気候や気象、そして地形や地質や景観 といった諸要素の包

括する風土 とい う概念があるか らだ。そ うした風土とある

種の了解 を持ちながら居住環境が計画されるべきだろうと

私は考えているか らだ。そ こで本稿では、風土的条件が顕

著な我国の海岸沿いの3地 区をとりあげ、居住環境の構え

方について、それ らの現場を歩きなが ら、私な りの気づき

を記述 しておくことにした。

2.海 に向かう家

私が横浜市に住んでいた頃、午後遅くからしばしば湘南

海岸へ散策に出かけた。JR藤 沢駅か ら通称江の電 と呼ばれ

るローカル線に乗 り、狭隆な住宅地の隙間を走 り抜けると、

突然眼前に湘南海岸が広が り、電車は 「鎌倉高校前」という

瀟洒な駅に着く。ここか ら湘南海岸沿いを歩きなが ら、稲

村ケ崎までゆくのがいつ もの私の散策コースであった。図1

は、散策のお りに稲村ケ崎か ら湘南海岸を撮影 したもので

ある。山が海に迫 り階段状の斜面には住宅が連な り、西 日

が美 しく、背後には富士山が見える風光明媚な景観 を持っ

た場所である。

湘南海岸は、明治以後当時の西欧の流行であった海水浴

保養が 日本に紹介され、源頼朝開幕の鎌倉を除けば、逗子、

葉 山、藤沢の町が海水浴に適 した保養地として新たに注目
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され、文化人、政治家、富裕層などの別荘が建設 されてき

たことが今 日の各町の形成基盤の1つ となっている。

以後東京近郊の海浜保養地 として認知され、また市民の

余暇活動の場として多くの人々が訪れるとともに、戦後は、

東京への環境が良好な通勤圏 としておおくの人々の住宅が

建ち並び、保養地 としての性格を併せ持ちながらそれぞれ

の町が形成されてきている。

概 してこのあた りは山が海に迫 り、比較的急な斜面には、

数多くの住宅地が階段状に張 り付いている。そ うした斜面

上の住宅地の風景 を眺めなが ら、あれ らの家々の リビング

ルームのピクチャーウィン ドーからは多分湘南海岸が全面

に広がる毎 日の暮 らしがあるんだろうとい うことは、建築

の概観か ら伺える。本稿では、こうした建築デザインを 「海

に向か う家」と呼んでおこう。

こうした建築形態の典型例は、図2で 示 した、吉村順三

設計による湘南秋谷の家(文1)(文2)で あろう。伝統 とモ

ダニズムを融合 させ ようとした彼の作風からみれば異質な

この建築は、断面図で見れば防波堤を築き、その直前のテ

ラスを介 して海に向か う居室群が海 と平行に続 くとい う大

胆でコンセプチュアルなデザイ ンである。 こうしたデザイ

ンを可能にしたのは、堅固なコンク リー ト構造 とスチール

サ ッシや雨戸といった現代の建築構造 と建築材料の進化に

よるものである。

三浦半島の油壺あた りから大磯にかけて続 く湘南海岸沿

いには、こうした海に向か うコンセプチュアルな家がしば

しば散見できる。この地域は比較的気候温暖であ り、海に

近接するとい うライフスタイル も、生業ではなくむ しろ景

観を楽 しも うとす る保養地的関心もあり、建築デザインも

そ うした居住者の意図の繁栄なのだろ う。そんな意図が海

に向か う家の集積 とな り、この湘南海岸の景観を形成 して

いるのであろう。

3.海 を避ける家

次に湘南海岸 とは対照的な風土とされる日本海沿いの集

落2例 をとりあげる。いずれ も国の重要伝統的建造物群保

存地区に指定されている。 これ らの建築の構 え方について

みてみよう。

3.1福 井県加賀市橋立地区

日本海を望む橋立地区の成立を資料(文3)か ら読み取る。

江戸 中期までは小 さな半農半漁の集落であ り、江戸中期以

降、近江商人に引き立て られて商船の船乗 りになるものが

生まれ、やがて彼らは自立し北前船の船主になっていった。

当時の北前船 とは、商品を預かって運送す る輸送業では

なく、各地の港で船主自体が商品を買いつけ、それをまた

他の港で売買することで利益を上げる廻船であり、現代で

い うところの物流商社である。北海道や北陸以北の日本海

沿岸諸港から下関 ・瀬戸内海を経由して当時の大坂に向か

う西回 り航路、北海道や東北から江戸に向か う東回り航路

とがあった。

明治初頭には、この西回り航路北前船の最盛期 となり、一

艘の北前船で現在の価格にして1億 円以上稼いでいた(注)

と説明を受けた。従って橋立の集落にも、主屋、納屋、客殿、

付属屋 といった豪壮なが ら閑静な停まいの邸宅を構えるも

のが増 えていった。 この時期が橋立地区繁栄の最盛期だっ

たのである。 この頃の姿が現在の橋立地区集落成立の基盤

となっている。

明治末期に海運業や鉄道の近代化が進み、そ うした近代

化の波 に、橋立の北前船船主達は取 り残され、やがて船主

達は没落してゆく。豪壮な家屋敷、客殿などは、買い取られ、

また材木 目当てに解体もされた。それでも、現在橋立地区

には、往事の繁栄を伝える伝統的家屋が32棟 、その他の付

属屋が75棟 残されてお り、当時の繁栄をしのぶことができ

る。現在の重要伝統的建造物群保存地区の対象 も、この江

戸後期か ら昭和初期迄に建てられた民家を保存対象 として

いる。

図3(文3)(文4)は 橋立地区の配置図である。紙面の関

係で割愛 したが、集落東側には港がある。海岸沿いには崖

が続き、少 し高台 となった ところに橋立の集落がある。最

大の特徴 は、海岸 と集落との間に存在す る小高い山あるい

は丘である。いくつかの植林が施された小高い山あるいは
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丘の背後に隠れるように、集落が続いている。それは海 を

避けた集落の構え方なのである。

こうした構え方をする理由は、北西からの偏西風を防ぐと

い うことが考えられる。 もう少 し局地的な言い方をすれば、

冬のシベ リア寒気団がもたらす北あるいは北西か らの大変

厳 しい季節風を避けるための集落配置であることが伺える。

冬の気候が厳 しい、この地方の建築の構え方といってよく、

その意味で北西方向の山や丘は、この集落にとってグラン

ド・シェルターなのである。

さらに図4は 橋立地区の民家形態である。本来半農半漁

であった橋立地区の民家は、土壁による木造真壁造である。

今でも民家妻壁の上部にそれをみることができる。さらにそ

の真壁の上を板塀で囲いダブルスキン構造 とし、また民家

の基礎は石垣 とす るなど堅固な しつ らえとしてながら、海

からの強い風雨や雪や潮風を防いできたことが伺える。そ

れは厳 しい気候をさけるめための先人達の風土的了解の結

果が、この集落全体の景観 を形成 している。こ うした風雨

などに対す る民家の囲いをダブルスキン ・シェルターと呼

んでおくことにする。

3.2新 潟県佐渡市宿根木地区

宿根木地区の歴史は古く、同地区の広報誌及び現地の説明

板か らは、弘安8年(1285年)に ここの地名が登場 し、嘉

元2年(1304年)に は、宿根木 白山神社が創建 された。以

後漁業あるいは船宿 としてこの町の基盤が形成されてきた

ことがわかる。

江戸時代後期から明治にかけて、橋立地区同様に北前船に
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よる西回 り航路の廻船業が興隆を極め、北海道松前から鯡、

かずの子、身欠、目切、笹 目、白子、昆布を買い込み、酒 田、

秋 田、三国、敦賀、新潟、下関にそれ らを売ったと記 され

ている。宿根木には、船主や船乗 りの他、船大工、鍛冶屋、

桶屋な どの海に関連する人々が数多 く居住 し、海運業を柱

とする高密度な集落であったことが伺 える。この江戸時代

後期からの町並みが現在の宿根木の景観となっている。

明治時代後期にはいると国の近代化のため、廻船業は衰

退 し、集落背後の小木台地の開墾と農業、そ して漁業 とい

う半農半漁の町 として現在に継続 している。重要伝統的建

造物群保存地区に指定されたのは、1991年 である。

図5(文5)(文6)は 、宿根木地区の配置図である。南に

港を配 し南北軸上に集落が配置 され、集落の背後は小木台

地であ り農地が続 く。各民家が全て路地 とい う狭隘 な空間

によってつながれお り、それ 自体がかってか ら高密度居住

であったこの集落の特徴的な景観 をみせている。 ここでは、

集落の発展、そ して人口の増加 とともに居住地を拡大す る

のではな く、む しろ1つ の所 に集まって住み続け、その結

果として路地を骨格 とし、1haの 土地に百数十棟の民家が建

ち並ぶ高密度居住を選択 したのである。お よそ街道を中心

として広がってきた我が国の リニアな形態の集落が多いな

かで、狭隘 な路地だけで構成 された高密度な宿根木は、大

変異質な空間構成だといえる。

さらに特徴的なのがこの集落の立地である。図6の 中心

部分が宿根木集落だが、この背後 に続 く小木台地から20m

ほど下がった窪地状の狭隘 な土地に、身をひそめるように

集落が密集立地 している。小木民族博物館の記述では、冬

か ら初春にかけて 「タカカゼ」と地元では呼んでいる北西

か らのが吹き、冬は出漁で きなくなる。建築的に見れば、

小木台地の陰にひそみ、多くの民家が密集 し高密度に固まっ

ている立地は、冬の気候が厳 しい 日本海か らの北西風をよ

けるためであった と理解できる。実際に集落内を歩いてい

ると、海の気配を感 じることが無 く、風 もなく比較的 しの

ぎやすい屋外環境であることを体験 した。

図7は 、宿根木地区の民家の一例である。土壁 による木

造真壁造であり、その外壁を板壁ですべて覆っているダブ

ルスキン構造である。特に各民家には、土壁漆喰塗 りの小

屋が付属 しているが、これも外壁 は板壁で覆われているの



が特徴である。そ うやってこの土地の厳 しい気候環境から

宿根木の民家が守 られてきたのである。

もう1つ 特徴 をあげれば、現在では少なくなったが当時

は石置木羽葺屋根が主であった。それは木羽の上に石を重

しとしたのが特徴だが、木羽の杉の材料は、耐久性がない

のでこまめに張 り替える必要が生 じ、これは主に女性 の仕

事であった。やがて、それ よりは耐久性の高い瓦が普及 し

だしてから、現在の瓦屋根 となっていった。

3.3橋 立と宿根木の共通点

橋立と宿根木の集落に共通す る2点 がある。第1に 、北

西か らの厳 しい風雪に対 して、山や丘、植栽、あるいは窪

地といった自然の地形を利用 したグラン ドシェルターを用

いて居住環境を形成 してきたで ことである。第2は 、土壁

による木造真壁造の建築の外壁の外側 を、 さらに板壁で覆

うダブルスキン ・シェル ター とした ことである。こうした

二つのシェルターが囲われた集落を歩いていると、潮風を

受けることなくすこぶる快適な屋外環境である。それは 「海

を避ける家」の快適 さだ ともいえよう。

4.シ ェル ター と しての居住環境

シェル ター が風 雨か ら暮 らしを守 るた めの しつ らえ とと

らえれ ば、建築や地形 もある種 のシェル ター である。図8は 、

本稿 で取 り上 げた各3地 区の構 え方の概念図であ る。

湘南 は、建築 自体がコンク リー ト造 とい う耐久性 のあるス

キンで覆 われ た戸建て住宅で ある。 これ を ドラブル スキン ・

シェル ター と呼 んでお く。 それ は屋 内がす こぶ る快適 だが、

一歩外へ 出れ ば戸外 は風 雨の影響 をま ともに受 け る ことに
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なる。湘南海岸全体に目を広げても、こうした ドラブルス

キン ・シェルターの建築群の集積である。お しなべていえ

ば現代住宅は、風雨のすべてに対 して戸建て建築で対応で

きる ドラブルスキン ・シェルター型 といってよい。それは

前述 したように建築構造と建築材料の進化に由来する。

さらにもう1つ 付け加 えれば、戸建ての敷地単位で風土

とは無関係 な土地を購入 し建設するといった具合に、敷地

の購入形態がある。建築 自体が強固なので、あまり風土的

影響を考 える必要がなくなった分、通勤や眺めの良さを堪

能 しなが ら暮 らしたいとするなどのライフスタイル実現に、

建築の軸足が変わってきたとも言えよう。

こうした現代住宅に対 して、昔からの住宅である橋立地

区や宿根木地区の民家では、建築構造 自体は従来方法によ

るが、それをダブルスキン ・シェルター とす ることで風雨

から暮 らしを守ってきた。 さらにそれ らの民家群は、風雨

が吹き込む北西方向の山や丘や植栽、そ して風雨を避ける

窪地とい う立地によっても風雨を しのげるグラン ド・シェ

ルター とい う二重のシェルターに囲まれている。それは風

土的了解の結果 として、各集落の民家群 一集落が成立 し維

持されてきたわけである。

どちらも風雨を しの ぐとい う建築の性能的視点では、あ

まり変わらないだろう。 とすれば、何が変わったのかとい

うことである。

それは戸外での暮 らしぶ りだといえる。戸外で作業をし

たり、近所の人達 とコミュニケーションをした りといった

具合に、戸外での暮 らしを含んで生活 とす るのか、いやそ

うではなく、付き合いは仕事や趣味仲間やネ ット上なので、
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近隣付き合いは少ないか ら閉 じこもりで十分だ とす る暮 ら

しを選ぶのかの違いだといえる。それ らの背後には、生業

が戸外での作業を余儀な くされる半農半漁か ら、給料生活

や自由業といったように戸外の暮 らしを必要としない暮 ら

しへの変化であり、要はライフスタイルの変化 といえる。

現代住宅は、土地や建築の購入形態か らして、風土や近

隣とのコミュニケーションや催事な どの地縁的事情をあま

り考慮す る必要がな く、他方で通勤 ・通学や個人の趣向や

憧憬などで住む場所が決 められてきたと捉えられる。それ

は家の中に閉 じこもるのに最適な暮 らしぶ りだともいえよ

う。そのために現代住宅建築は、閉 じこもるのに最適化 し

たしつ らえを提供 して くれるわけである。そ うい う現代住

宅の空間的性格を 「閉じこもり型」と呼んでお くことにする。

5.ま とめ

本稿では、 ドラブルスキン ・シェル ターに覆われた地縁

的関係性 を欠いた閉じこもり型の現代住宅と、二つのシェ

ルターで覆われた地縁的関係が高い歴史集落をみた。今後

居住環境を計画する際には、グランドシェルターの活用が望

まれるとい う知見を得た。だが他方で、はた して現代住宅

が閉じこもり型でよいのかとする個人的な疑問もある。

とい うのも、私は閉じこもり型 の暮 らしぶ りが、それほ

ど快適 とも思われない。そ う考えていた頃、それ までの公

団住宅暮 らしか ら、京都の都心部にある町家に引っ越 した。

図9は 、現在の私の住処である。昔風に言えば長屋、今風

にいえばテラスハウスであ り、今ではつ くることができな

い土壁 で隣家 と仕切 られてお り、防音性能は高く、都心立

地だから、生活は至極便利である。

そ して、京都市は町内会が組織 され機能 している。町内

30世 帯の顔 と名前は覚えやすい し、おもてで出会えば季節

の挨拶をす る。なによりも自宅前の路地では、子供達の安

全な遊び場 とな り、夏に地蔵盆があ り、町内の人達が寄 り

集まって子供 を遊ばせながらの宴会が半日続き、冬の始ま

りには、お火焚祭で神主さんを呼んで町内でお稲荷 さんの

前でお祓いをおこない、元旦の朝には、新年の挨拶のため

に町内の人間が総出で集まり、お神酒が振る舞われ る。 も

ちろんそんな催事のために当番があり、催事の仕事 も順番

で回ってくる。何かことが起これば町内の人が相互扶助の

精神で動いてもくれる。そんな暮らしを経験 してゆくと、

近隣とおおいにコミュニケーシ ョンがある現代のライフス

タイルも結構楽しいものである。

近年、地域防災の視点か ら、地震や津波の災害時に高齢

者が避難するためには、近隣に住んでいる人々の協力が不

可欠になってきている。そ う考えれば、これまでの閉じこ

もり型の暮 らしから、近隣とつきあ う地縁的暮 らし方 も必

要なのではないかと考えさせ られる昨今である。そ うなれ

ば、居住環境の構え方も、これか ら変化 してゆ くのだろう

と思われる。
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注釈

注)橋 立地区公開民家蔵六圓の説明による.


